
地域住民との施設配置等の協議

目　標 協議実施

実　績 協議実施

実　績 業務実施

地域住民との施設配置等の協議

目　標 協議完了

実　績 協議完了

目　標 業務完了

実　績 業務完了
事業期間中の

成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

出演者等控室及び公衆トイレの工事

実　績 完了

目　標 完了

施設設計委託業務の実施

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

実　績 実施

出演者等控室及び公衆トイレの工事

目　標 実施

施設設計委託業務の実施

目　標 業務実施

92.7%

うち
交付金充当額

734 32,982 33,716

執行状況の説明
工事実施にあたっては、公民館長も含め協議のうえ変更を行った。建築工事の実施にあたり鳩間島は遠隔地
であり地域の天候等にもうより航路確保が難しい状況であるが、現状と合わせた工程管理、進捗管理が必要と
される。最終的な執行率は92.7％となり、概ね執行できた。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 合計

Ｂ．執行済額 918 41,229 42,147

Ａ．予算現額 918 44,570 45,488

執行率（％）(B/A) 100.0% 92.5%

事業内容
鳩間島に整備されている、鳩間島野外ステージ周辺に、出演者等控室及び公衆トイレを整備し、当該施設の利便性向上及び鳩間
島を訪れる観光客や各種イベント使用時の地域住民等の観項満足度向上を図る。

実施方法 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－（１）
28 29 該当箇所

担当部課名 政策推進課
事業実施

年度
平成 ～ 平成

市町村名 竹富町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 鳩間島野外ステージ周辺環境整備事業 沖縄２１世紀ビジョン 第3章-3-(2)-エ

基本計画該当箇所 観光客の受入体制の整備



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・島内には、常時使用できるトイレが少なく、当該事業で整備した公衆トイレの所在明確に案内することで、来島した観光客の満足度向上を図る。

【R1年度】
・地元公民館との協議の上、適切マナーやルールを作り、張り紙等で利用者への周知を図る。

【H30年度】
・観光客が増える奈津の繁忙期や、各種イベントへの来場者の殆どが当該
事業で整備した公衆トイレを使用するため効果は大きい。
また、各イベントの演者も控室で準備が出来るため、例年に比べ利便性が向
上したいう声が上がっている。

【H30年度】
・玄関口になるフェリーターミナルや集落内に、貼紙等で公衆トイレの周知
を徹底する。

【R1年度】
・海水浴を行った観光客等の利用があり、施設内に砂が入り排水等のつまり
の原因になる可能性がある。

【R1年度】
・施設の利用方法について適切に利用できるよう、マナーやルールの周知
が必要である。

80％以上

状
況
説
明

【H30年度】
・イベント会場でのアンケート調査を想定していたが、人員の確保等で調整がつかず未実施となった。

【R1年度】
・満足度調査アンケートにおいて、利便性が向上したとの回答が、100％となり目標を達成した。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H30年度

80％以上

実　績 未実施 100%

R1年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

利用者満足度調査のアンケート

目　標

事業完了後の取り組み



実　績

目　標

整備完了

事業の着実な実施
（トイレ・デッキ整備の完了）

目　標 整備完了

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

・H31年5月の共有開始に向けた事業の着実
な実施
（遊歩道、東屋設置の完了） 実　績 整備完了

目　標 整備完了

実　績

実　績 実施

デッキ設置整備工事

目　標 実施

実施

トイレ整備工事

目　標 実施

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

実　績 実施

遊歩道及び東屋整備（１工区）

目　標 実施

実　績

99.9%

うち
交付金充当額

19,872 63,158 83,030

執行状況の説明 各年度、当初の計画通りに事業を執行することができた。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 合計

Ｂ．執行済額 24,840 78,948 103,788

Ａ．予算現額 24,840 79,000 103,840

執行率（％）(B/A) 100.0% 99.9%

事業内容

西表島の自然観光資源を代表する沖縄県で最長の浦内川や、その流域にある日本の滝１００選にも選ばれているマリユウドゥの
滝やカンピレーの滝など訪れるを多くの観光客に安心、安全で快適な観光コースを提供する事によって大自然の素晴らしさを味
わってもらい、また来たい、知人等にも紹介したいと思って頂くことによってこれまで以上に誘客を図っていくために遊歩道等の整
備を行う。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 ■ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－（１)
24 30 該当箇所

担当部課名 世界遺産推進室
事業実施

年度
平成 ～ 平成

市町村名 竹富町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 西表浦内観光施設整備事業 沖縄２１世紀ビジョン 第3章－3－(2)－エ

基本計画該当箇所 観光客の受入体制の整備



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R2年度】
・竹富町西表島エコツーリズム推進全体構想を策定する事業の中で、自然観光資源である浦内川エリアの適正な利用について検討を行っていくので、
適正な利用に必要な施設に係る課題についても引き続き検討していきたい。

【R1年度】
・前年度までに整備した施設については、概ね使いやすかったと好評であっ
たが、アンケートの回答には他にも整備して欲しい施設の要望があがってい
た。

【R1年度】
・トイレについては、場所をさらに増やして欲しいというニーズが高い。
・行程距離を示す案内標識を整備して欲しいという回答も多かった。

80%

状
況
説
明

【R1年度】
・浦内川に入域する観光客を対象に令和元年8月から10月にかけてアンケート調査を実施。有効回答者数377人のうち89％の方が「利用し
やすかった」と回答している。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H30年度

80.0%

実　績 未実施 89.0%

R1年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

観光客へのアンケート調査による利便性確保の確認
(利用満足度％）

目　標



遺構復元方法の検討委員会開催

目　標 開催

実　績 未開催

遺構復元方法の検討委員会開催

目　標 開催

実　績 未開催

遺構復元工事計画の作成

目　標 計画作成

実　績 計画作成

保存修理工
事実施

調査実施・計
画作成

実　績
測量調査・実
施設計実施

保存修理工
事実施

測量調査・実
施設計実施

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

石段遺構復元工事

目　標 復元完了

実　績 復元完了

実　績
計画作成    

完了

遺構復元工事計画の作成

目　標
計画作成    

完了

実　績
測量調査・実
施設計完了

保存修理工
事完了

調査完了

遺構確認調査の実施

目　標
測量調査・実
施設計完了

保存修理工
事完了

調査完了

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

実　績 工事実施
石段遺構復元工事

目　標 工事実施

遺構確認調査の実施

目　標
測量調査・実
施設計実施

95.3%

うち
交付金充当額

3,430 13,187 2,160 9,332 28,109

執行状況の説明
契約額が予定より低かったため不要額が出たが、当初計画していた事業内容は、ほぼ実施した他、活動目
標、成果目標の達成状況を鑑みて適切な事業執行であった。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 合計

Ｂ．執行済額 4,287 16,484 2,700 11,665 35,136

Ａ．予算現額 5,981 16,504 2,700 11,668 36,853

執行率（％）(B/A) 71.7% 99.9% 100.0% 100.0%

事業内容 観光地としての魅力を向上するため、石段の復元工事を実施する。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

市町村名 竹富町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 ピサダ道保存整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－３－（２）
26 29 該当箇所

担当部課名 教育委員会 社会文化課
事業実施

年度
平成 ～

第３章－１－(4)－ア

沖縄の文化の源流を
確認できる環境づくり



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・文化財史跡めぐりマップ及びアンケートを作成し、史跡めぐりとアンケートを実施する。

【R1年度】
・竹富町教育委員会ホームページに文化財情報を掲載し、本文化財の周知及び魅力発信に努める。

【H30年度】
・観光資源としてどのように活用を図るか等の検討課題がある。

【H30年度】
・地元住民の理解を得ながら、集落内にある他の文化財と一緒に史跡め
ぐりのコース選定及びアンケートの作成が必要である。

【R1年度】
・西表祖納集落内で文化財観光等の際には、必ず通る場所であるため活用
が図られている。

【R1年度】
・竹富町教育委員会ホームページを活用し、更なる魅力発信に繋げる。

未実施 83.3%

R1年度

状
況
説
明

【H30年度】
・石段遺構復元完了により観光資源として文化財活用が図れる。
・史跡めぐりコース選定後にマップ等を作成し、その中にアンケートを入れる予定であったが、史跡めぐりコースが未選定であったため、ア
ンケートも同様に未実施となった。

【R1年度】
・アンケートにおいて、魅力が向上したとの回答が、83.3％となり目標を達成できた。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

観光客・地域住民に魅力が向上したかを（80％以上）を
含め、当該事業のあり方をアンケートで検証する。

目　標 80％以上 80％以上

実　績



実　績

目　標

設置完了

浄化槽の設計設置

目　標 設置完了

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

竹富カイジ浜休憩所整備工事

実　績
休憩施設等建
設予定用地の

取得完了
整備完了

目　標
休憩施設等建
設予定用地の

取得完了
整備完了

実　績

実　績

目　標

設計設置  
完了

浄化槽の設計設置

目　標
設計設置  

完了

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

実　績
設計実施
用地取得

工事実施

竹富カイジ浜休憩所整備工事

目　標
設計実施
用地取得

工事実施

実　績

99.9%

うち
交付金充当額

1,847 48,400 50,247

執行状況の説明
整備工事の内容について、地元景観保存調整委員会との調整や歴史的景観形成地区保存条例に基づく協議
に不足の日数を要したことから年度内の完了が困難になり繰越するに至ったが、整備を完了し、目標を達成し
た。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 合計

Ｂ．執行済額 2,309 60,500 62,809

Ａ．予算現額 2,310 60,539 62,849

執行率（％）(B/A) 100.0% 99.9%

事業内容 観光客の利便性の確保を図るため、本町の主要観光地である竹富島カイジ浜隣接地に休憩所等の整備を実施する。

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－（１）
27 28 該当箇所

担当部課名 世界遺産推進室
事業実施

年度
平成 ～ 平成

市町村名 竹富町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 竹富島観光関連事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章-３-（２）-エ

基本計画該当箇所 観光客の受入体制の整備



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・清掃やメンテナンス、衛生管理を徹底し、利用者の満足度を図る。

【R1年度】
・清掃やメンテナンス、衛生管理を徹底し、利用者の満足度を図る。

【H30年度】
・当該施設周辺は観光地として１日に数百人の利用があるが、当該施設の
設置により、観光客の利便性向上に繋っている。

【H30年度】
・管理委託により、定期的な清掃やメンテナンスを施し、衛生管理を徹底す
る。

【R1年度】
・当該施設周辺は観光地として１日に数百人の利用があるが、当該施設の
設置により、観光客の利便性向上に繋っている。

【R1年度】
・管理委託により、定期的な清掃やメンテナンスを施し、衛生管理の徹底
を行う。

 

未実施 100%

R1年度

状
況
説
明

【H30年度】
・観光客へのアンケート実施方法を検討していたが、準備や調整に時間を用し実施にいたっていない。

【R1年度】
・アンケート調査の結果により、個人の観光客やツアー客、地元住民が大いに利用でき、立地場所、規模等全てにおいて利便性が確保さ
れ満足度100％であった。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

観光客へのアンケートで利便性が確保されたか
（８０%以上）を含め、当該施設のあり方を検証する。

目　標 80％以上 80％以上

実　績



実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

公衆用トイレ等の整備完了

実　績 設計完了 整備完了

目　標 設計完了 整備完了

実　績

実　績

目　標

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

実　績 設計実施 工事実施

公衆用トイレ等整備工事実施

目　標 設計実施 工事実施

実　績

99.5%

うち
交付金充当額

648 25,515 26,163

執行状況の説明 H２７年度は執行率１００％。H２８年度は工事が次年度へ繰越となった（繰越額５,５３２）

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 合計

Ｂ．執行済額 810 31,894 32,704

Ａ．予算現額 810 32,070 32,880

執行率（％）(B/A) 100.0% 99.5%

事業内容 観光客等の利便性の確保を図るため、ムシャ―マ公園内に、公衆トイレ及び休憩所等を整備する。

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

市町村名 竹富町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 ムシャ―マ公園整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-1-(1)
27 28 該当箇所

担当部課名 産業振興課
事業実施

年度
平成 ～ 平成

第３章-３-（２）-エ

観光客の受入体制の整備



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・平成３０年度の入域観光客は「３９,４７８人」であり近年外国からの観光客も増加しており、案内や利用方法の外国語での表示を検討する。

【R1年度】
・集落内に案内板等を設置し周知を図り、施設の維持管理に努め、さらなる利便性向上に繋げる。

【H30年度】
・位置的に島の中心地にあり集落内における唯一の公衆用トイレであるた
め、観光客はもとより地域住民も利用しており利便性の効果は大きい。

【H30年度】
・島内の観光業者が配布する観光マップに当該公園も記載されており認
知度は高い。施設の維持管理を図るため適切な使用方法を指導する。

【R1年度】
・集落内に不案内な初めての観光客には、当該施設の場所の周知が不足し
ており、観光客の利用が少ない。

【R1年度】
・集落内に案内板等を設置し周知する必要がある。

未実施 63.0%

R1年度

状
況
説
明

【H30年度】
・供用開始間もないため効果が出にくい事から、アンケート未実地となった。次年度はアンケートにて検証する。
・アンケートは未実施だが、地元公民館・区長・観光業従事者等には利便性が確保されたかの確認は行った。

【R1年度】
・アンケートにおいて、利便性が向上したとの回答が、63％となり目標を達成できなった。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

観光客・地域住民へのアンケートで利便性が確保された
か（８０％以上）を含め、当該施設のあり方を検証する。

目　標 ８０％以上 ８０％以上

実　績



目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

公衆トイレの整備完了

実　績 整備完了

目　標 整備完了

実　績

実　績

目　標

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

実　績 工事実施

結願祭会場公衆トイレ工事実施

目　標 工事実施

実　績

100.0%

うち
交付金充当額

11,063 11,063

執行状況の説明
・平成28年10月に入札を実施したが、入札額が予定価格に達せず、不調となり、再入札を実施したが7社中6
社が辞退し入札中止となった。積算見直し、再度入札に不測の日数を要したため、年度内の工事完了が困難
となり、繰越するに至ったが、整備を完了した。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 合計

Ｂ．執行済額 13,824 13,824

Ａ．予算現額 13,830 13,830

執行率（％）(B/A) 100.0%

事業内容 観光客の利便性の確保を図るため、小浜島結願祭会場内に公衆トイレを整備する。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

市町村名 竹富町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 小浜島結願祭会場整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－（１）
28 28 該当箇所

担当部課名 教育委員会 社会文化課
事業実施

年度
平成 ～

第３章－３－(2)－エ

観光客の受入体制の整備



R1年度
目標/発現年度

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・地域住民に地域行事の際にトイレ利用が可能であることを周知する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　・小浜島の観光はレンタカー、レンタサイクルが主であるため、レンタカー、レンタサイクル業者にトイレ利用が可能であること周知する。

【Ｒ１年度】
・集落内に案内板等を設置し、本トイレの認知度及び利用度を高め、地域住民、観光客等の利便性向上を図る。

【H30年度】
・トイレ管理業務及びトイレ汲み取り業務を委託し、管理を行った。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・地域住民が御嶽行事等の際に利用されて
いる。観光客が御嶽の観光の際に利用されている。

【H30年度】
・行事の際に地域住民にトイレ利用が可能であることの周知が必要であ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　・観光客への周知が必要である。

【Ｒ１年度】　
・本トイレは、御嶽内にあることから、観光客等に公衆トイレの場所を周知す
る必要がある。

【Ｒ１年度】
・本トイレの認知度及び利用度を高める為、場所等を周知する。

80％以上

状
況
説
明

【H30年度】
・御嶽に隣接した公衆トイレにおいて、どのようなアンケートが望ましいか等の検討が必要であったため、アンケート未実施となった。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・トイレ管理業
務及びトイレ汲み取り業務を委託し、管理を行った。

【Ｒ１年度】
・利便性についてのアンケートにおいて、利便性が向上したとの回答が、66.7％となり目標を達成できなかった。　

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H30年度

80％以上

実　績
アンケート未

実施
66.7%

■ 後年度に発現する事業効果

　観光客・地域住民へのアンケートで利便性が確保され
たか（80％以上）を含め、当該施設のあり方を検証する。

目　標



実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

電子決済端末導入台数：30台

実　績 21台

目　標 30台

実　績

実　績

目　標

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

実　績 21台

電子決済端末導入台数：30台

目　標 30台

実　績

91.5%

うち
交付金充当額

9,530 9,530

執行状況の説明
波浪による定期船の欠航が相次ぎ、各島での手続きに不測の日数を要し年度内に完了することができなかっ
たため、予算の繰越を実施した。その他は業務内容に応じ適切な予算規模、執行であったと考える。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 合計

Ｂ．執行済額 11,913 11,913

Ａ．予算現額 13,020 13,020

執行率（％）(B/A) 91.5%

事業内容
観光客等の利便性の確保を図るため、町内事業所における電子マネー、クレジットカード等のキャッシュレス決済環境の導入を推
進する。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 ■ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

市町村名 竹富町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 竹富町キャッシュレス環境整備促進事業 沖縄２１世紀ビジョン 第3章－3－(2)－エ
観光客受入態勢の整備基本計画該当箇所

年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－1－(1)
28 28 該当箇所

担当部課名 政策推進課
事業実施

年度
平成 ～ 平成



目　標

【R1年度】
・令和2年度中に、電子決済端末機を導入した地域で光インターネットサービスが提供できるように取り組む。

【H30年度】
・金融機関（郵便局以外）のＡＴＭが存在しない本町においては、観光客が宿
泊施設や観光地での買物などの際に、手持ち現金の不足により支払いがで
きないことから、電子マネー、クレジットカード等のキャシュッレス決済で支払
が行えるようになった事で、観光客の利用向上が図れている。

【H30年度】
・電子決算端末機を導入したことにより観光客や事業所の利便性が確保
されているが、整備の必要な施設と同時進行で、これまで整備した施設の
周知を行い、町商工会と連携を図り導入数の拡大を図る。

【R1年度】　
・光インターネットサービスを享受できないエリアでは、通信が悪くネットバン
キングへの接続が不安定で支払いに支障をきたしている。

【R1年度】　
・電子決済端末機を導入した地域で光インターネットサービスを享受できる
ように取り組む必要がある。

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・未導入団体の整備は、地域住民や関係者の意見を踏まえ導入数の拡大を図る。
・導入済み団体を町のＨＰ掲載や冊子等で広く周知を行い、観光客、事業者の満足度向上に繋げる。

状
況
説
明

【H30年度】
・アンケートにて検証するとしておりましたが、人員の確保、業務調整に時間を要しアンケート未実施となった。

【R1年度】
・アンケート調査を実施した結果、17%の利便性向上との回答結果が得られ、目標を達成できなかった。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

未実施 17.0%

R1年度

実　績

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

設置した事業所、観光客に対して利便性が確保されたか
(80％以上)を含め、当該事業のあり方をアンケートで検証
する。

目　標 80％以上 80％以上

実　績



目　標

実　績

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

文化財説明板の設置完了（4箇所）

実　績 4箇所

目　標 4箇所

実　績

実　績

目　標

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

実　績 4箇所

文化財説明板の設置（4箇所）

目　標 4箇所

実　績

94.7%

うち
交付金充当額

2,261 2,261

執行状況の説明
・文化財説明板製作及び設置工事を発注するにあたり、計画策定等に時間を要したため、業務発注が遅れ、
当初計画の期間中に業務を完成させることが困難となり繰越となった。
・最終的な執行率は94.7％となり、概ね計画的に執行できた。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 合計

Ｂ．執行済額 2,827 2,827

Ａ．予算現額 2,985 2,985

執行率（％）(B/A) 94.7%

事業内容
外国人を含む観光客の利便性の確保を図るため、町内に点在する指定文化財等に多言語（日本語、英語、中国語）の説明板を
整備する。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

市町村名 竹富町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 文化財説明板整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－３－（２）
28 28 該当箇所

担当部課名 教育委員会 社会文化課
事業実施

年度
平成 ～

第３章－１－(4)－ア

沖縄の文化の源流を
確認できる環境づくり



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・文化財史跡めぐりマップ及びアンケートを作成し、史跡めぐりとアンケートを実施する。

【Ｒ１年度】
・竹富町教育委員会ホームページに設置場所等を掲載し周知を図る。

【H30年度】
・文化財説明板設置場所に訪れた観光客には説明板の利便性の効果が期
待される。

【H30年度】
・集落内にある他の文化財と一緒に史跡めぐりマップを作成し、そのコース
の中に組込み、説明板の利便性を図っていく。　
　　
　　

【R1年度】
・説明版の認知度を高める必要がある。

【R1年度】
・説明版の認知度が高まるよう、文化財ごとの設置場所等を、竹富町教育
委員会ホームページに掲載し周知する。

アンケート
未実施

76.5%

R1年度

状
況
説
明

【H30年度】
・文化財説明板を4箇所に設置完了し、目標は達成できた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・文化財史跡めぐりコース選
定後にマップ等を作成し、その中にアンケートを入れる予定であったが、史跡めぐりコースが未選定であったため、アンケートも同様に未実
施となった。

【Ｒ１年度】
・利便性についてのアンケートにおいて、利便性が向上したとの回答が76.5％となり目標を達成できなかった。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

　本事業について、外国人を含む観光客へのアンケート
を実施し、利便性が確保されたか（80％以上）を含め、本
事業のあり方を検証する。

目　標 80％以上 80％以上

実　績



実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

救急患者輸送車両（救急車）の導入実施

実　績 導入完了

目　標 導入完了

実　績

実　績

目　標

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

実　績 導入実施

救急患者輸送車両（救急車）の導入実施

目　標 導入実施

実　績

99.0%

うち
交付金充当額

11,117 11,117

執行状況の説明 執行率は、99％で適正な予算措置で事業が執行できた。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 合計

Ｂ．執行済額 13,896 13,896

Ａ．予算現額 14,030 14,030

執行率（％）(B/A) 99.0%

事業内容 　消防団の防災対応力強化を図るため緊急車両（救急車）を導入し、地域住民と観光入域者の安心安全な環境の整備を図る。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-10-2
30 30 該当箇所

担当部課名 ― 防災危機管理課
事業実施

年度
平成 ～

市町村名 竹富町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 竹富町救急患者輸送車両（救急車）導入事業
沖縄２１世紀ビジョン 第3章-2-（4）-イ

基本計画該当箇所 災害に強い県土づくりと防災
体制の強化



目　標

【R1年度】
・急患発生は予測できないため、いつ発生しても迅速に搬送が行えるよう体
制を整える必要がある。
・消防団員が、急患発生時に迅速かつ適切に特殊車輌を運用するために
は、専門知識の習得及び取扱いを理解して運用する必要がある。

【R1年度】
・消防団員に対する、緊急車輌の使用訓練を年3回行う。
・消防団員の入退団の状況により必要に応じて使用訓練を開催し、使用
技術の習得を図る。

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R1年度】
・消防分団への使用訓練を年３回実施し、より一層、安心安全な環境の整備を図る。また、新規入団時にも随時使用訓練を実施する。
・救急患者発生時、診療所医師の指示により診療所からヘリポートへの緊急搬送を行う。

状
況
説
明

【R1年度】
・アンケートにおいて、利便性が向上したとの回答が、100％となり目標を達成した。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果

80%以上

実　績 100%

R1年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

家族や付添人に対して、安全性が確保されたていたかを
含め、当該事業のあり方をアンケートで検証する。

目　標


